






















 

口蓋裂児の口腔機能,特に嚥下運動についての研究は非常に少なく,特に狭窄している上顎

歯列弓を拡大した前後における舌を中心とした口腔機能の変化に関する研究は皆無に等し

い。これまで舌運動の解析は主として頭部Ｘ線規格写真,もしくはＸ線映画写真を用いた二

次元的な計測によるものであったが,嚥下運動中に経時的に形を変える舌と複雑な形態を

有する口蓋との関係を把握するには不十分であった。そこで上顎歯列弓の拡大によって起

る口蓋の形態的変化と舌の嚥下運動とを三次元的に計測するために,音声学,言語治療の分

野で利用されているエレクトロパラトグラフィー(以下 EPG)(リオン社製)を改良し,それ

を用いて口蓋裂児の上顎歯列弓側方拡大に伴う舌接触パターンの変化を頬圧および筋電図

と同時に記録することにより拡大によって生じる口蓋裂児の口腔機能すなわち嚥下運動の

変化を総合的に解析することとした。更に上顎歯列弓の側方拡大による早期治療の効果に

ついても検討を加えることにした。 


